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【誤訳訂正書】
【提出日】平成28年6月28日(2016.6.28)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４５】
本発明者達は、一部の実施態様においては、上述の隔離手段を共に第１の導体３３９と第
２の導体３４４と直列にすることが好ましいことを発見した。これは、第２回路１４０に
よりそれらのLEDに電力を供給する際に第１回路１１０からLED３００への漏電（これによ
りLED３００のフリッカー現象が起こる）を防止するためである。しかしながら、他の実
施態様、例えば、ＬＥＤの断続的な点滅や断続的に発光がより明るくなることは無視でき
る場合には、第１回路１１０は、第１の伝導体３３９又は第２の伝導体３４４のいずれか
における隔離手段一つだけでＬＥＤ３００から隔離することができる。
 
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４７】
図６と図７のＬＥＤ回路３０３と３０４の説明を比較することにより、１つ又はそれ以上
の一連のＬＥＤ３００、例えば、整流ダイオード３１８、３１９及び３２１に関連した一
連のLED３００、をＬＥＤ回路ユニット３２６と３２７の各々に追加することができると
云うことは、当業者にとってルーチンワーク的なスキルのことである。このことにより、
第２回路１４０によりノード３０８と３１２の間においてＬＥＤに提供される電圧を更に
高める一方で、第１回路１１０によりノート３０６と３１０において提供される電圧と同
じ値を維持できる。
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【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４９】
図５を再度参照すると、回路２００は第１の伝導制御手段３５０と第２の伝導制御手段３
７０を含み、これらの機能は、第１回路１１０及び第２回路１４０を個別に動作させるこ
とを可能にすることを含む。第１の伝導制御手段３５０と第２の伝導制御手段３７０は、
ランプの電力ピンに電源電力を供給する電力コネクタのレセプタクル（receptacle）（図
示せず）を具備する蛍光ランプ器具の中にＬＥＤランプを挿入するときの人命に関わる電
気ショックの可能性を低減するために使用することもできる。
 
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５１】
図８は、回路３８０を示すが、これは図５の回路２００と同様であり、相違点は、第２回
路１４０の整流回路２８２と第１及び第２の伝導制御手段３５０と３７０との間に、安定
器周波数（上記に定義）で動作する隔離型変圧器３８２が挿入されている点である。変圧
器３８２の巻き取り回数比率を選択することで、図７のLED回路３０４について上述した
例示的な電圧レベルを別の方法で達成することができる。このように、図８における右か
ら左の変圧器３８２の巻き取り回数比率を３：１に設定することで、第１回路１１０と第
２回路１４０が、共に、約６０ボルトでLED３００に電力を供給することが可能となる。
しかしながら、このような巻き取り回数比率の場合、図３の蛍光灯電子安定器１２２又は
図４の蛍光灯電子安定器１２３のいずれかにより変圧器３８２に対して約１８０ボルトを
供給し、かつ、図６及び図７における実施態様と同様に、図６及び図７に関して説明した
ように電気ショックテストをより容易に合格でき、かつ、効率がより高くなる。このよう
な実施態様の場合には、第２回路１４０によりそれらのLEDに電力が供給されるときに第
１回路１１０をLED３００から来る単極電流から隔離するために、例えば、図７の干渉FET
３３７及び３４２のような隔離手段を使用する必要がなくなる。隔離型変圧器３８２の巻
き取り回数比率を調節して、例えば、３：１よりも２．８：１を選択することにより、回
路設計者は、実施態様をより効率的なもの、又は、より安全なものにすることができる。
その一方で、変圧器は、図７の実施態様において使用された上述の隔離手段よりも大きな
スペースを占めるのが典型的である。
 
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５２】
図８の回路３８０におけるＬＥＤ３００は、図示された単一の一連のＬＥＤに加えて、平
行になった複数の一連のＬＥＤを含むことが有利である。平行になった一連のLEDをもっ
と多く使用することにより、LEDランプ１０２の長さが増大したときにも適切な光を提供
できる。
 
【誤訳訂正６】
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【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５３】
図９は、図８の回路３８０と同様な回路３９０を示すが、相違点は、隔離型変圧器３８２
（図８）を自動変圧器３９２で置き換えた点である。自動変圧器３９２の底にある伝導体
３９４により、第２回路１４０の整流回路２８２から第１の伝導制御手段３５０への流電
回路ラインが形成され、その一方で、同様な容量の隔離型変圧器（例えば、図８の３８２
）と比較すると、自動変圧器は典型的に、より効率的で、サイズもより小さく、製造がよ
り容易で、コストもより安い。変圧器３９２の巻き取り回数比率を選択することで、図７
のLED回路３０４について上述したような例示的な電圧レベルを達成するための別の方法
が得られる。このように、変圧器３９２の巻き取り回数比率を、図９の右から左へ、３：
１に設定することで、第１回路１１０と第２回路１４の双方がLED３００に約６０ボルト
で電力供給することができる。しかしながら、このような巻き取り回数比率の場合には、
図３の蛍光灯電子安定器１２２又は図４の蛍光灯電子安定器１２３のいずれかにより、変
圧器３８２に対して、約１８０ボルトを提供し、かつ、図６及び図７の実施態様と同様に
、図６及び図７に関して上述したように、蛍光灯電子安定器から動作させたときの電気シ
ョックテストにより容易に合格でき、かつ、動作の効率もより高くすることができる。こ
の実施態様においては、ＬＥＤ３００が期待どおり第２回路１４０により電力供給を受け
るときにこのＬＥＤから来る単極電流から第１回路１１０を隔離するために、図７のイン
ターフェースＦＥＴ３３７と３４２のような隔離手段を使用する必要がなくなる。自動変
圧器３９２の巻き取り回数比率を調節して、例えば、３：１ではなく２．８：１を選択す
ることで、回路設計者は、実施態様を、例えば、より効率、又はより安全なものにするこ
とができる。
 
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５４】
図９の回路３９０におけるＬＥＤ３００は、図示された単一の一連のＬＥＤに加えて、平
行になった複数の一連のＬＥＤを含むことが有利である。平行になった一連のLEDをもっ
と多く使用することにより、LEDランプ１０２の長さが増大したときにも適切な光を提供
できる。
 
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５５】
図１０は、ＬＥＤランプ１０２（図１～図４）のための第１回路１１０の典型的な隔離型
ＬＥＤ電力供給２２０を示すが、これは、第１と第２の電力ピン１０４と１０６にて電源
電力の供給を受けて出力２２２と２２４へ調整された電力を供給し最終的に図５のＬＥＤ
３００に供給する。電源２２０は、オフラインで独立したフライバックLEDドライバ回路
として公知のものであるが、隔離型変圧器２２８を含む。「隔離」と云う用語の意味は、
電源周波数での変圧器を介しての伝導を１０ミリアンペア未満に十分に制限することであ
る。隔離型変圧器２２８は、典型的には、上述の規定のように、安定器周波数で動作する
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。このような制約特性は、本明細書において参照する隔離型変圧器の種類として合格する
。このような電源２２０には、従来型の全波型整流回路２３０、FET２３２（FET）、出力
フライバック型ダイオード２４０及びキャパシタ２４２が含まれる。FET２３２は、その
ゲート２３３に供給される信号により公知の方法でもって制御される。
 
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５６】
図１０において隔離型変圧器２２８を使用することは、第１回路１１０により電力供給を
受ける蛍光ランプ器具１００（図１）又は１１５（図２）のいずれかにおけるＬＥＤラン
プ１０２を操作しているときに電気ショックハザードを減少させることに役立つ。これが
達成できる理由は、隔離型変圧器２２８により、例えば、図５において、第１電力ピン１
０４と第２電力ピン１０６並びに第２伝導制御手段３５０及び３７０の間における流電が
隔離されるからである。同様に、図８において、隔離型変圧器３８２により、図１０にお
ける隔離型変圧器２２８についての上述の記述において説明したのと同じ方法で流電が隔
離される。
 
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５７】
第２回路１４０がＬＥＤ３００を第１回路１１０よりも高い電圧でドライブするための好
ましい別の方法として、図６と図７の直列式及び並列式に接続されたＬＥＤを使用する方
法、又は図８の隔離型変圧器３８２又は図９の自動変圧器を使用する方法がある。この好
ましい別の方法は、第１回路１１０を、第２回路１４０の電圧とほぼ同じ電圧でＬＥＤ３
００を駆動するように構成することである。この好ましい別の回路は、当業者のルーチン
的な技術で実現可能である。例えば、図１０の隔離型電源２２０における隔離型変圧器２
２８は、出力２２２と２２４に接続された変圧器二次巻取の電圧が増大するような巻き取
り回数比率を有するように構成することができる。具体的には、このような巻き取り回数
比率は、第１回路１１０が第２回路１４０による電圧とほぼ同じ電圧でＬＥＤ３００を駆
動するように選択することができる。図６及び７の実施態様について言えば、この好まし
い別の実施態様では、上述の目的のためには、例えば、図７のＦＥＴ３３７及び３４２の
ような隔離手段やステアリングダイオード（例えば、３１４及び３１６）を使用する必要
性を回避できる。図８及び９の実施態様についていえば、この好ましい別の実施態様では
、これらの図に示された変圧器を使用する必要性を回避できる。
 
【誤訳訂正１１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５８】
図１１は、ＬＥＤランプ１０２（図１～図４）のための第１回路１１０の非隔離型ＬＥＤ
電力供給２５０を示すが、これは第１と第２の電力ピン１０４と１０６を介して電源電力
の供給を受けて出力２２２と２２４へ調整された電力を供給し最終的に図５のＬＥＤ３０
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０に供給する。電源２５０はオフラインバック型ＬＥＤドライバ回路の基本型として公知
のものであるが、これは、全波形型整流回路２３０、ＦＥＴ（ＦＥＴ）２５２、及び協働
キャパシタ２５４、インダクタ２５６及びキャパシタ２５８を含む。ダイオード２６０は
高速リカバリー・ダイオードである。ＦＥＴ２５２は、そのゲート２５３に供給される信
号でもって公知の方法で制御される。
 
【誤訳訂正１２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５９】
バイパス・キャパシタ２６２と２６３は、全波型整流器２３０の特定のダイオードに接続
された状態で示されているが、これは、第２回路１４０がＬＥＤに電力供給するときには
、安定器周波数（上記に定義）における電流の流れが、例えば、キャパシタ２５４と２５
８のキャパシタの充電を制限するためのものである。キャパシタをこのようにして充電す
ることにより、ＬＥＤ３００が散発的に点滅したり明るく点灯したりすることがある。バ
イパス・キャパシタ２６２と２６３を使用する以外の方法は、破線で示されたバイパス・
キャパシタ２６４と２６５を使用することであす。バイパス・キャパシタ２６２と２６３
を使用する以外の方法にたいする更なる別の方法は、バイパス・キャパシタ２６２と２６
４、又はバイパス・キャパシタ２６４と２６５を使用することである。
 
【誤訳訂正１３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６０】
更に、４つのキャパシタ２６２、２６３、２６４、２６５の全てを使用することが好まし
いこともあるが、この４つは、図１及び図２の対応する蛍光ランプ電子安定器１２２又は
１２３の一部のタイプには好ましい。キャパシタをこのように構成することにより、例え
ば、第１回路１１０の有害な動作の原因となる対応するダイオード間での共通モード型伝
導における非対称性を減少させられる。
 
【誤訳訂正１４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６１】
図１０と図１１の上述のＬＥＤ電力供給２２０と２５０は、その基本形として示されてお
り、隔離型及び非隔離型ＬＥＤ電力供給の代表的なものである。隔離型及び非隔離型のＬ
ＥＤ電源についての他の多くの適切な構成は、当業者には自明である。使用可能な他の適
切な隔離型電源の例には、基本フライ・バック回路（flyback circuit）、ブースト・プ
ラス・フライバック回路（boost plus flyback circuit）、隔離性が追加されたバック・
ブースト回路（buck boost circuit）、又はフォワード変圧器がある。使用可能な他の適
切な非隔離型電源の例には、バック・ブースト回路（buck-boost circuit）
、ブースト回路（boost circuit）、ＣＵＫ回路（Cuk circuit）、又は単一端型主インダ
クタ変圧器（ＳＥＰＩＣ）回路（single-ended primary inductor converter circuit）
がある。
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【誤訳訂正１５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６２】
図１０と図１１に示されているように、隔離型及び非隔離型ＬＥＤ電力供給２２０及び２
５０の双方は、典型的には、例えば、ＦＥＴ２３２又は２５２の能動型電気部品を含む。
このように、ＬＥＤ電源２２０と２５０は、上記において定義されたように能動型回路を
含むこともある。
 
【誤訳訂正１６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６３】
図５の回路２００に戻って言及すると、第２回路１４０は、典型的には、単純な受動回路
（上記に定義）とすることもある。ここに示された実施態様においては、第２回路１４０
には、例えば、全波形型ダイオード・ブリッジで形成された整流回路２８２を含む。整流
回路２８２は、半波形型ブリッジ又は電圧ダブラ(voltage doubler)等の他の多くの形態
で形成することができる。
 
【誤訳訂正１７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６４】
第１回路１１０及び第２回路１４０（図５）を使用することによる各種の利点が得られる
が、これらは、それぞれ、電源電力からの直接動作及びランプ器具に対応する既存の蛍光
ランプ安定器からの動作に専用のものである。上述の発明の開示の欄に言及したエネルギ
ー効率及び経済性における利点の他に、電灯設置者には、ＬＥＤランプを設置するときに
より多くのオプションが得られる。例えば、学校の建物において、教室内の蛍光灯安定器
の配線を変えて、電源から直接使えるようにして電気を光に変換する際の効率を上げるよ
うに決定することができる。同じ建物内の別の箇所では、設置者は、例えば、更衣室又は
階段の非常灯において、既存の蛍光灯安定器からの電源でＬＥＤランプを動作するほうが
全体としてより経済的であると決定することもできる。この理由は、このような場所にお
ける電灯器具は時々にしか使われないので、このような場所にある電灯器具の配線を変え
ることは、既存の蛍光灯電子安定器を使うよりもコストが高くなるからである。それに加
えて、蛍光灯安定器が動作中に故障すると、このような安定器を有する電灯器具の配線を
、電源から直接電力を取って中のランプを動作させるようにできる。
 
【誤訳訂正１８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６５】
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更に、第１回路１１０と第２回路１４０（図５）は、それぞれ、能動回路と受動回路（こ
れらの用語は本明細書中に定義されている）として構成して、上述のようにより高い効率
で、かつ、より広い範囲での安定動作が得られるようにすることが好ましい。特に、各回
路は、それに対応する電源と最も効率的に作動するように最適化できる。
 
【誤訳訂正１９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６６】
図１２は、図１～図４において上述したＬＥＤランプ１０２の別タイプの回路１２００を
示す。回路１２００は、同じ参照番号を有する図５の回路２００と同じコンポーネントを
共有する。主な相違点は、第２回路１４０は、ノード１２０２と１２０４を介してアクセ
スするＬＥＤの一部だけに電力を供給するために使用されることである。ノード１２０２
は、別の場所、例えば、ＬＥＤ３００の上部等に配置することもできる。図１０の隔離型
ＬＥＤ電源２２０を使用する第１回路１１０の実施態様又は図１１の非隔離型ＬＥＤ電源
２５０の実施態様においては、キャパシタ２４２（図１０）又はキャパシタ２５８（図１
１）の容量は以下のように選定されるべきである。このようなキャパシタ２４２又は２５
８の容量は、図１２の電解質キャパシタ３２４の容量と連携して、周波数光フリッカー現
象が許容可能な低いレベルになるようにＬＥＤの動作周波数でのエネルギー蓄積が十分に
なるように選定すべきである。
 
【誤訳訂正２０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６８】
図１３は、上述の図１～図４のＬＥＤランプの中における更に別のタイプの回路１３００
を示す。回路１３００は、同じ参照番号を有する図５の回路２００と同じコンポーネント
を共有する。主な相違点は、第１回路１１０は、ノード１３０２と１３０４を介してアク
セスするＬＥＤの一部だけに電力を供給するために使用されることである。ノード１３０
２は別の場所、例えば、ＬＥＤ３００の上部に配置できる。同様に、ノード１３０４は、
他の場所、例えば、ＬＥＤ３００の下部に配置できる。図１０の隔離型ＬＥＤ電源２２０
を使用する第１回路１１０の実施態様、又は図１１の非隔離型ＬＥＤ電源２５０の実施態
様においては、キャパシタ２４２（図１０）又はキャパシタ２５８（図１１）の容量は、
以下のようにして選定すべきである。このようなキャパシタ２４２と２５８の容量は、図
１３の電解質キャパシタ３２４の容量と共同して、光フリッカー現象が許容できる低いレ
ベルになるようにＬＥＤ動作周波数でのエネルギー蓄積が十分となるように選定すべきで
ある。
 
【誤訳訂正２１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６９】
第１回路１１０が第２回路１４０により電力供給を受けるＬＥＤ３００の一部だけに電力
供給させることにより、回路設計者には、第１回路１１０と第２回路１４０の一方又は両
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方を最適化させるための設計選択肢がより広がる。例えば、インスタントスタート型の蛍
光灯電子安定器１２２（図３）を使用するときはにＬＥＤ３００への電流を制限すること
がより容易になる。この理由は、第２回路１４０から全てのＬＥＤ３００に加えられる電
圧は、第１回路１１０からノード１２０２と１２０４の間のＬＥＤ３００に加えられる電
圧よりも高くできる。
 
【誤訳訂正２２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７１】
図１４は、上述の図１～図４のＬＥＤランプ１０２の中における更に別の回路１４００を
示す。回路１４００は、同じ参照番号を有する図５、１２及び１３の回路２００と同じコ
ンポーネントを共有する。主な相違点は、ＬＥＤ３００に第１回路１１０と第２回路１４
０の双方から電力供給するのではあく、第１回路１１０はＬＥＤ３０１だけに電力供給し
、第２回路１４０はＬＥＤ３０２だけに電力供給する。ＬＥＤ３００のこのような構成の
変形タイプは、ＬＥＤ３０１及び３０２についても同様に適用される。このようにするこ
とで、第１回路が第１電力ピン１０４と第２電力ピン１０６とを介して電源電力に接続さ
れているときに電力電源が第２回路１４０を通過して第１回路１１０の意図した動作に干
渉すると云う上述の懸念が完全になくなる。
 
【誤訳訂正２３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７２】
図１４の第１回路１１０がＬＥＤ３０１に電力供給するように構成し、第２回路１４０が
異なるＬＥＤ３０２に電力供給するように構成することにより、回路設計者には、第１回
路１１０と第２回路１４０の一方又は両方を最適化するための設計選択肢がより広くなる
。例えば、インスタントスタート型の蛍光灯電子安定器１２２（図３）を使用するときに
ＬＥＤ３０２への電流を制限することがより容易になる。この理由は、第２回路１４０か
らＬＥＤ３０２に加えられる電圧を、第１回路１１０からＬＥＤ３０１に加えられる電圧
よりも高くできる。
第１伝導制御手段の可能な機能
図５、８－９及び１２－１４を参照すると、第１伝導制御手段３５０は、好ましくは、以
下の１つ又はそれ以上の機能を行う。
 
（１）   第２回路の動作を可能にする
第１伝導制御手段３５０は、安定器周波数（上記に定義）で電力を伝導する、例えば、キ
ャパシタとして実装することもできる。第２回路の動作を「可能にする」とは、本出願に
おいては、第２回路１４０が動作できるような、十分ではないが必要な手段を提供すると
云う意味である。これに加えて、第２伝導制御手段３７０は、第２回路の動作を許容する
ことも必要である。即ち、第１伝導制御手段３５０と第２伝導制御手段３７０が必要で、
この二つが一緒になって第２回路１４０の動作を可能にするために十分となる。
 
（２）   第２回路が第１回路と干渉することなく動作することを可能にする
第１伝導制御手段３５０は、また、第２回路１４０が、第１回路１１０の意図した動作の
間、即ち、第１回路が第１電力ピン１０４と第２電力ピン１０６を介して電源電力に接続
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しているときに、第１回路１１０と干渉することなく動作できるようにする機能を行うこ
ともある。このような機能を実現させるためには、伝導制御手段３５０は、キャパシタ又
は開放状態のスイッチとして構成して、例えば、第１回路１１０が動作しているときに、
第２電力ピン１０６及び第２回路１４０の整流回路２８２を介しての電源からのＬＥＤ３
００への電流の伝導を制限する。このように電源からの電流を制限することにより、第１
回路１１０が単独型であるときに発生するＬＥＤ３００からの光の平均照度と比較したと
きのＬＥＤ３００からの光の第１の著しい変動又は第２の著しい変動を防止できる。図５
、１２及び１３の回路において仮想切断２６６と２６８を行うと、第１回路１１０は単独
型となる。以下の光の２つのタイプの変動が意図される：
（１）ＬＥＤ３００において、周波数０．１Ｈｚから２００Ｈｚの周波数範囲での光のフ
リッカー型変動；及び
（２）ＬＥＤ３００からの光の連続型変動
 
フリッカー型及び連続型の光の変動の第１の著しいレベルは１０パーセントである。フリ
ッカー型及び連続型の光の変動の第２の著しいレベルは５パーセントであり、これは、厄
介なフリッカー型及び連続型変動を最小限にするためである。光のフリッカー現象を計算
するための光の照度を測定することについては周知であり、光電セルを使って光源からの
光を常時測定することで測定できる。
 
（３）ＬＥＤを駆動する電流を制限する
第１伝導制御手段３５０は、ＬＥｄ３００を駆動するために、更に、電流を適宜制限する
こともある。第１伝導制御手段３５０は、キャパシタとして実装されたときに、この機能
を達成するが、このときのキャパシタは、安定器周波数（上記に定義）の場合よりも電源
電流周波数の場合に遥かに大きなインピーダンスを呈する。電源電流周波数は、安定器周
波数よりも遥かに低いものであり、このことは、電源周波数はゼロから５００Ｈｚの範囲
であるのに対して安定器周波数は典型的には２０ｋＨｚ以上であることによる。
 
【誤訳訂正２４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８０】
（２）第２回路が第１回路に干渉せずに動作することを可能にする。
第２の伝導制御手段３７０はまた、第２回路１４０が、第１回路１１０の意図した動作中
、すなわち、第１回路が第１および第２の電力ピン１０４および１０６を介して電源電力
に接続された場合に、第１回路１１０に干渉せずに動作することを可能にする機能を実行
し得る。この機能を実現するために、伝導制御手段３７０は、開位置に位置しているコン
デンサまたはスイッチとして、たとえば、第１回路１１０が動作しているときに、第３の
電力ピン１２４と第２回路１４０の整流器回路２８２とを介した電源からＬＥＤ３００へ
の電流の伝導を制限するように構成される。電源電力は、たとえば、図２の蛍光ランプ器
具１１５を使用した場合、第３の電力ピン１２４に供給される。電源からの電流のそのよ
うな制限は、スタンドアロンの第１回路１１０から発生するであろうそのようなＬＥＤの
平均輝度強度と比較してＬＥＤ３００からの光の第１または第２の著しいレベルの変動を
防止する。第１回路１１０は、仮想の切断２６６および２６８が図５、図８、および図９
の回路に行われれば、スタンドアロンであるだろう。以下の２つのタイプの光の変動が意
図される。
［３］０．１Ｈｚ～２００Ｈｚの周波数レンジにおけるＬＥＤ３００からの光のフリッカ
ー型の変動
［４］ＬＥＤ３００からの光の連続型の変動
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【誤訳訂正２５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８１】
　フリッカー型および連続型の光の変動の第１の著しいレベルは、１０パーセントである
。フリッカー型および連続型の光の変動の第２の著しいレベルは、厄介なフリッカー型お
よび連続型の変動を最小化する５パーセントである。光のフリッカーを計算する目的のた
めの輝度強度の測定はよく知られており、光源からの光を絶えず測定するために光電池を
利用し得る。
 
【誤訳訂正２６】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電源電力、または、安定器周波数でＡＣ電力を供給する電子安定器からの電力、のいず
れかを供給するように配線された蛍光ランプ器具からのデュアルモード動作を有するＬＥ
Ｄランプであって、
　ａ）第１および第２の端を有する細長いハウジングと、
　ｂ）第１および第２の電力ピンが提供された前記細長いハウジングの第１の端と、
　ｃ）第３の電力ピンが提供された前記細長いハウジングの第２の端と、
　ｄ）第１モードで電力供給されるためのものでありかつ前記細長いハウジングの長さ方
向に沿って外側に光を提供する少なくとも１つのＬＥＤに、主要電力を提供するように意
図された第１回路であって、前記第１モードは、前記ＬＥＤランプが、前記第１および第
２の電力ピンを収容しかつ前記安定器周波数よりもはるかに低い電源周波数で電力を供給
する電力電源に直接接続された電力接続部、を有する蛍光ランプ器具の中に挿入された場
合に生じ、第１モードで電力供給されるための前記少なくとも１つのＬＥＤへの電流を制
限する第１回路と、
　ｅ）第２モードで電力供給されるためのものでありかつ前記細長いハウジングの長さ方
向に沿って外側に光を提供する少なくとも１つのＬＥＤに、主要電力を提供するように意
図された第２回路であって、前記第２モードは、前記ＬＥＤランプが、対向ランプ端の前
記第２および第３の電力ピンを収容しかつ前記電子安定器から電力を受け取るために前記
電子安定器に接続された電気接続部、を有する蛍光ランプ器具の中に挿入された場合に生
じ、前記第２および第３の電力ピンから電力を受け取る整流器回路を含む第２回路と、
　ｆ）対向ランプ端の前記第２および第３の電力ピンが前記電子安定器に接続された場合
に前記第２モードで電力供給されるための前記少なくとも１つのＬＥＤに電力供給するこ
とを前記第２回路に可能にさせるために、前記第２の電力ピンと前記整流器回路との間に
直列に接続された第１の伝導制御手段と、
　ｇ）対向ランプ端の前記第２および第３の電力ピンが前記電子安定器に接続された場合
に前記第２モードで電力供給されるための前記少なくとも１つのＬＥＤに電力供給するこ
とを前記第２回路に可能にさせるために、前記第３の電力ピンと前記整流器回路との間に
直列に接続された第２の伝導制御手段と
　を備えるＬＥＤランプ。
【請求項２】
　ａ）第１モードで電力供給されるための前記少なくとも１つのＬＥＤと、第２モードで
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電力供給されるための前記少なくとも１つのＬＥＤは、共通の少なくとも１つのＬＥＤを
有し、
　ｂ）前記第１の伝導制御手段は、前記第１回路の動作が電源周波数で電力を供給する電
力電源への前記第１および第２の電力ピンの直接接続によってイネーブルにされた場合に
、電源電力の干渉レベルが前記第２の電力ピンを介して前記第２回路に到達することを防
止し、電源電力の前記干渉レベルは、フリッカー型および連続型の変動が、スタンドアロ
ンの前記第１回路から発生するであろう前記第１回路モードで電力供給されるための前記
少なくとも１つのＬＥＤの光の平均輝度強度と比較された場合、少なくとも１０パーセン
トの０．１Ｈｚ～２００Ｈｚの周波数レンジにおける前記第１モードで電力供給されるた
めの前記少なくとも１つのＬＥＤからの光の前記フリッカー型の変動と、少なくとも１０
パーセントの前記第１モードで電力供給されるための前記少なくとも１つのＬＥＤからの
光の前記連続型の変動と、によって定義される、
ことを特徴とする請求項１に記載のＬＥＤランプ。
【請求項３】
　ａ）第１モードで電力供給されるための前記少なくとも１つのＬＥＤと、第２モードで
電力供給されるための前記少なくとも１つのＬＥＤは、共通の少なくとも１つのＬＥＤを
有し、
　ｂ）前記第２の伝導制御手段は、前記第１回路の動作が電源周波数で電力を供給する電
力電源への前記第１および第２の電力ピンの直接接続によってイネーブルにされた場合に
、電源電力の干渉レベルが前記第３の電力ピンを介して前記第２回路に到達することを防
止し、電源電力の前記干渉レベルは、フリッカー型および連続型の変動が、スタンドアロ
ンの前記第１回路から発生するであろう前記第１回路モードで電力供給されるための前記
少なくとも１つのＬＥＤの光の平均輝度強度と比較された場合、少なくとも１０パーセン
トの０．１Ｈｚ～２００Ｈｚの周波数レンジにおける前記第１モードで電力供給されるた
めの前記少なくとも１つのＬＥＤからの光の前記フリッカー型の変動と、少なくとも１０
パーセントの前記第１モードで電力供給されるための前記少なくとも１つのＬＥＤからの
光の前記連続型の変動と、によって定義される、
ことを特徴とする請求項１に記載のＬＥＤランプ。
【請求項４】
　前記第１の伝導制御手段は、前記器具から電源電力を受け取る第１および第２の電力接
続部に関連づけられた前記ランプの対向端上の電力ピンのペアの第１および第２の電力ピ
ンを含む、以下の、
　ａ）前記電力ピンのペアの第１の電力ピンが前記第１の電力接続部の中に挿入され、電
力ピンが前記第２の電力接続部の中に挿入されない、
　ｂ）前記電力ピンのペアの前記第１の電力ピンが前記第２の電力接続部の中に挿入され
、電力ピンが前記第１の電力接続部の中に挿入されない、
　ｃ）前記電力ピンのペアの第２の電力ピンが前記第１の電力接続部の中に挿入され、電
力ピンが前記第２の電力接続部の中に挿入されない、
　ｄ）前記電力ピンのペアの前記第２の電力ピンが前記第２の電力接続部の中に挿入され
、電力ピンが前記第１の電力接続部の中に挿入されない、
　ｅ）前記電力ピンのペアの前記第１の電力ピンが前記第１の電力接続部の中に挿入され
、前記電力ピンのペアの前記第２の電力ピンが前記第２の電力接続部の中に挿入される、
および
　ｆ）前記電力ピンのペアの前記第２の電力ピンが前記第１の電力接続部の中に挿入され
、前記電力ピンのペアの前記第１の電力ピンが前記第２の電力接続部の中に挿入される
　状況の各々について、各々の露出した電力ピンと接地との間に直接接続された無誘導の
５００オームの抵抗器によって測定された場合に実効値で１０ミリアンペアを超える量の
前記電源周波数での電流伝導を防止するように、前記各々の露出した電力ピンのために、
構成される
ことを特徴とする請求項１に記載のＬＥＤランプ。
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【請求項５】
　前記変圧器が隔離型変圧器であることを特徴とする請求項５に記載のＬＥＤランプ。
【請求項６】
　前記変圧器が自動変圧器であることを特徴とする請求項５に記載のＬＥＤランプ。
【請求項７】
　前記第１及び第２の伝導制御手段は、選択した電力ピンとアース地面との間に、探針で
もって、直接接続された回路で計測したときの５０Ｈｚ及び６０ＨｚでのＲＭＳ（Root M
ean Square）実効値が１０ミリアンペアを超える電流伝導を防止するように構成されてお
り、かつ、ＬＥＤランプの選択された電力ピンが第１及び第２の電力接続部に接続される
ときは、直列に接続された第１及び第２のコンポーネントを具備し、該第１のコンポーネ
ントは、非誘導型１５００オーム抵抗と０．２２マイクロファラッドのキャパシタとが並
列に接続されたものから構成され、該第２のコンポーネントは、非誘導型５００オーム抵
抗から構成されており、
かかる構成において、前記第１の電力接続部には、一定電圧又は電源電圧若しくは前記第
１回路に電力を供給するための電圧に適合するような電圧範囲に亘って変化する電圧によ
り電力供給を受けることを特徴とし、かかる特徴は以下のそれぞれの場合に実現されるこ
とを特徴とする請求項１に記載のＬＥＤランプ：
ａ）第１の電力ピンが第１の電力接続部に接続され、第２の電力ピンが第２の電力接続部
に接続され、探針が第２の電力ピンに接続されている場合；
ｂ）第１の電力ピンが第１の電力接続部に接続され、第２の電力ピンが第２の電力接続部
に接続され、探針が第４の電力ピンに接続されている場合；
ｃ）第３の電力ピンが第１の電力接続部に接続され、第４の電力ピンが第２の電力接続部
に接続され、探針が第１の電力ピンに接続されている場合；
ｄ）第１の電力ピンが第１の電力接続部に接続され、第４の電力ピンが第２の電力接続部
に接続され、探針が第２の電力ピンに接続されている場合；
ｅ）第２の電力ピンが第１の電力接続部に接続され、第１の電力ピンが第２の電力接続部
に接続され、探針が第３の電力ピンに接続されている場合；
ｆ）第２の電力ピンが第１の電力接続部に接続され、第１の電力ピンが第２の電力接続部
に接続され、探針が第４の電力ピンに接続されている場合；
ｇ）第４の電力ピンが第１の電力接続部に接続され、第３の電力ピンが第２の電力接続部
に接続され、探針が第１の電力ピンに接続されている場合；及び
ｈ）第４の電力ピンが第１の電力接続部に接続され、第３の電力ピンが第２の電力接続部
に接続され、探針が第２の電力ピンに接続されている場合。
【請求項８】
　前記第１及び第２の伝導制御手段は、前記予め定められたＲＭＳ実効値ミリアンペアの
値として、５の値を実現するように構成されている
ことを特徴とする請求項７に記載のＬＥＤランプ。
【請求項９】
　前記第１回路は能動回路であり、前記第２回路は受動回路である、請求項１に記載のＬ
ＥＤランプ。
【請求項１０】
　第１モードで電力供給されるための少なくとも１つのＬＥＤの数は、第２モードで電力
供給されるための前記少なくとも１つのＬＥＤの数よりも多い、請求項１に記載のＬＥＤ
ランプ。
【請求項１１】
　第２モードで電力供給されるための少なくとも１つのＬＥＤの数は、第１モードで電力
供給されるための前記少なくとも１つのＬＥＤの数よりも多い、請求項１に記載のＬＥＤ
ランプ。
【請求項１２】
　ａ）前記第１回路は、電源電力を受け取るための入力と第１モードで電力供給されるた
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めの前記少なくとも１つのＬＥＤに調整された電力を提供する出力との間に位置している
隔離型変圧器を含み、
　ｂ）前記隔離型変圧器は、電源電力が、動作の前記第１モード中、前記第２回路を通り
抜け、前記第１回路に干渉することを防止する、
　請求項１に記載のＬＥＤランプ。
【請求項１３】
　ａ）前記第１および第２回路は、前記第１モードで電力供給されるための前記少なくと
も１つのＬＥＤと前記第２モードで電力供給されるための前記少なくとも１つのＬＥＤが
互いに隔離するように構成され、
　ｂ）前記第２回路は、動作の前記第１モード中、前記第１モード中に電力供給されるた
めの前記少なくとも１つのＬＥＤに電力供給することを回避するように構成される、
　請求項１に記載のＬＥＤランプ。
【請求項１４】
　ａ）第１モードで電力供給される前記少なくとも１つのＬＥＤと第２モードで電力供給
される前記少なくとも１つのＬＥＤは全て共有されており、かつ、複数の一連のＬＥＤで
あってその各々の一連のＬＥＤが少なくとも１つのＬＥＤを有することを特徴とする一連
のＬＥＤを具備しており、
　ｂ）前記複数のＬＥＤに繋がるＬＥＤ回路を有し、該ＬＥＤ回路は、第１ＬＥＤ回路ユ
ニットであって、前記複数の一連のＬＥＤの少なくとも第１及び第２の一連のＬＥＤに繋
がることを特徴とする第１ＬＥＤ回路ユニットを有し、
前記少なくとも第１及び第２の一連のＬＥＤの各々は、前記第１回路から電力供給を受け
ると、略同等の電圧が加わるように構成されており、
　ｃ）前記第１ＬＥＤ回路ユニットは、前記第１回路により電力供給を受けたときには、
前記少なくとも第１及び第２の一連のＬＥＤが並列で動作して、略同等の電圧が加わるよ
うに構成されており、
　ｄ）前記第１ＬＥＤ回路ユニットは、更に、前記第２回路により電力供給を受けたとき
には、前記少なくとも第１及び第２の一連のＬＥＤが直列で動作して、前記第２回路によ
り前記少なくとも第１及び第２の一連のＬＥＤに加わる電圧が、前記少なくとも第１及び
第２の一連のＬＥＤの各々にそれぞれ加わる電圧の総計値に略等しくなるように構成され
ている
ことを特徴とする請求項１に記載のＬＥＤランプ。
【請求項１５】
　前記第１ＬＥＤ回路は、前記少なくとも第１及び第２の一連のＬＥＤが、前記第１回路
から電力供給を受けたときには並列で動作させることを可能にし、前記第２回路から電力
供給を受けたときには直列で動作させることを可能にするための電流方向制御ダイオード
（steering diode）を具備している
ことを特徴とする請求項１４に記載のＬＥＤランプ。
【請求項１６】
　ａ）前記ＬＥＤ回路は、前記複数の一連のＬＥＤのうちの相互に異なる少なくとも第１
及び第２の一連のＬＥＤに繋がって、該相互に異なる少なくとも第１及び第２の一連のＬ
ＥＤの各々は、前記第１回路から電力供給を受けたときに、略同等な電圧が加わるように
構成された第２ＬＥＤ回路ユニットを含み、
　ｂ）前記第２ＬＥＤ回路ユニットは、前記第１回路から電力供給を受けたときには、前
記相互に異なる少なくとも第１及び第２の一連のＬＥＤが並列に動作して、その各々に略
同等な電圧が加わり、
　ｃ）前記第２ＬＥＤ回路ユニットは、更に、前記第２回路から電力供給を受けたときに
は、前記相互に異なる第１及び第２の一連のＬＥＤが直列に動作して、前記第２回路によ
り前記相互に異なる少なくとも第１及び第２の一連のＬＥＤにそれぞれ加わる電圧の総計
値に略等しくなるように構成されている
ことを特徴とする請求項１４に記載のＬＥＤランプ。
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【請求項１７】
　ａ）前記第１回路は、第１及び第２導体によりＬＥＤ回路に接続され、
　ｂ）それぞれ対応する隔離手段が前記第１及び第２導体と直列に具備されており、前記
第１及び第２導体の少なくとも１つは、前記ＬＥＤが前記第２回路から電力供給を受ける
ように構成されたときに前記ＬＥＤ回路ユニットから来る単極電流（unipolar current）
から前記第１回路を隔離するためのものである
ことを特徴とする請求項１４又は１６のいずれかの請求項に記載のＬＥＤ回路。
【請求項１８】
　前記それぞれの隔離手段は電界効果トランジスタを具備している
ことを特徴とする請求項１７に記載のＬＥＤ回路。
【請求項１９】
　ａ）それぞれ対応する隔離手段が前記第１導体と直列に具備され、前記第１導体は、前
記ＬＥＤが前記第２回路から電力供給を受けるように構成されたときは、前記第１回路を
、前記ＬＥＤ回路ユニットから来る単極電流から隔離し、
　ｂ）それぞれ対応する隔離手段が前記第２導体と直列に具備され、前記第２導体は、前
記ＬＥＤが前記第２回路から電力供給を受けるように構成されたときは、前記第１回路を
、前記ＬＥＤ回路ユニットから来る単極電流から隔離する
ことを特徴とする請求項１７に記載のＬＥＤ回路。
【請求項２０】
　前記隔離手段は電界効果トランジスタを具備する
ことを特徴とする請求項１７に記載のＬＥＤ回路。
【請求項２１】
　前記それぞれ対応する隔離手段は電界効果トランジスタを具備する
ことを特徴とする請求項１９に記載のＬＥＤ回路。
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